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論文内容の要旨

本論文は，非ガウス性の人工雑音環境下におけるディジタル無線通信システムの受信特性とその改善法に関する研

究成果をまとめたもので，以下の 7 章より構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究に関連する研究分野における現状と問題点を述べ，本研究の背景と目的ならびに本研

究の位置づけを明確にしている。

第 2 章では，まず，人工雑音の代表的な統計モデルであるクラス Aインパルス性雑音モデルについて述べ，その統

計的性質について検討すると共に，新たに同相成分と直交成分の確率密度関数の導出を行い，それらの成分の非独立

性を明らかにしている。

第 3 章では，位相変調同期検波方式ならびに直交振幅変調同期検波方式を用いたディジタル変復調方式を対象とし

て，ガウス雑音環境下での使用を前提として設計された従来のディジタル変復調方式の誤り率を導出し，人工雑音が

誤り率特性に及ぽす影響を評価すると共に，人工雑音に対する最尤シンボル判定に基づく最適受信機を提案し，それ

らの受信機を用いることによる誤り率特性の改善効果を明らかにしている。

第 4 章では，スペクトル拡散通信を利用した多元接続方式である直接拡散符号分割多元接続 (DS/CDMA) 方式を

対象として，人工雑音が従来の DS/CDMA 方式の誤り率特性に及ぼす影響を明らかにすると共に， DS/CDMA 方式の

有する広帯城性ならびに雑音の同相成分と直交成分の非独立性を利用して送信シンボルの判定を行う受信機を提案

し，その特性を評価している。

第 5 章では，人工雑音環境下でのトレリス符号化変調 (TCM) 方式の誤り率特性について考察を行っている。まず，

2 乗ユークリッド距離を基準とした系列判定を行う従来の TCM 方式の誤り率特性を評価し，次いで，人工雑音下での

最尤系列判定の観点、から，人工雑音に対する TCM 方式の受信機ならびに信号設計法を提案し，それらを用いることに

よる誤り率特性の改善効果を明らかにしている。

第 6 章では，準マイクロ波帯で観測される人工雑音として，電子レンジから発生する雑音を対象とし，電子レンジ

雑音が各種ディジタル無線通信システムの誤り率特性に及ぼす影響ならびに特性改善法について検討している。ま
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ず，電子レンジ雑音の測定を行い，雑音の統計的性質について検討すると共に，ディジタル無線通信システムの誤り

率特性に及ぼす影響を評価し，次いで，第 3 章および第 4 章において提案している人工雑音に対する最適受信機およ

び同相成分と直交成分の非独立性を利用してシンボル判定を行う受信機による特性改善について考察している。さら

に，誤り訂正符号の適用ならびに電子レンジ雑音の周期性を利用した時分割多元接続方式のチャネル割当による特性

改善についても検討している。

第 7 章は結論であり，本研究で得られた成果の総括を行っている。

論文審査の結果の要旨

本論文は，非ガウス性の人工雑音環境下におけるディジタル無線通信システムの受信特性とその改善法に関する研

究成果をまとめたものであり，得られた主な成果は以下の通りである。

(1) クラス Aインパルス性無線雑音モデルについて，その統計的性質を詳細に解析することにより，同相成分と直

交成分間の非独立性を明らかにしている。

(2) 位相変調ならびに直交振幅変調方式を対象とする，人工雑音に対する最適受信機の構成を明らかにし，それに

よる誤り率の改善効果について論じている。

(3) スペクトル拡散方式に対する人工雑音の影響の度合い，ならびに同相成分と直交成分の非独立性を利用した検

波法を用いることによる誤り率特性を明らかにしている。

(4) トレリス符号化変調方式について，人工雑音下での最尤系列判定の観点から新たな信号設計法を提案し，それ

による誤り率の改善効果を明らかにしている。

(5) 電子レンジからの放射雑音の測定を行い，その統計的モデ、ル設定を行うと共に，最適受信，準最適受信，誤り

訂正符号，インターリーピングなどの技術融合による誤り率特性の改善効果について明らかにしている。

以上のように本論文は，人工雑音環境下におけるディジタル無線通信システムの受信特性とその改善法に関する多

くの技術的知見を得ており，通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも

のと認める。
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